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「廃炉への道、放射能との果て
しなき戦い」ビデオ上映

廃炉作業が日本でも始まった。

しかし、強い放射線が立ちはだか

る。メルトダウンした3つの原子炉

の廃炉作業は人類初めての経験。

30～40年、いや、もっとかかる

かも知れない。

燃料は原子炉を突き破り、格納

容器に達している。燃料デブリは

１～3号機で推定270トンに達する

とみられる。

費用は税金や電気料金で賄い、

総額2兆円を超す見込み。しかし実

際どれくらいかかるか分からない。

長時間の作業はロボットだけ。

炉心近くは4,400ｍ㏜/ｈで2時間で

人は死に至る。

35年前のスリーマイル原発

事故。廃炉を指揮した人はい

う。「福島ではデブリは原子

炉を破り格納容器内にある。

想像を絶する厳しい作業にな

るだろう」。

28年前のチェルノブイリ原

発事故。廃炉は進んでいない。

3,000ｍ㏜/ｈを出し続けてい

る。更に100年待ち検討する。

11万人が故郷を追われ避難し

ているが帰還の目途すらない。

福島では11町村、8万人余りが故

郷を追われた。原発立地の大熊町

の住民で戻ることを希望しない人

が6割を超えた。

子どもたちの世代には戻ること

ができるかもしれない。一刻も早

く事故を収束し、負の遺産を少し

でも軽くできるのか。果てしなき

道は続く。

意見交換
●原発の再稼働はあり得ないこと。

安倍さんは一体何を考えているの

か全く理解に苦しむ。

●汚染水は最近、かつてないほど

高濃度が検出されている。

●電事法改正による小売り自由化

で、原発は価格競争力を失い淘汰

されると思った。ところが原発で

発電した電気を固定価格買取制度

の対象にするという。また、原賠

法の無限責任を有限責任にするこ

とも検討するという。本当に腹立

たしい限りだ。

●これ以上廃棄物は出してはなら

ない。再稼働なんかとんでもない。

●廃棄物を数万年もの間保管する

場所などない。

●ある意味、原発メーカーの技術

者の使命感には感銘を受けた。ゼ

ネコンは廃炉でもしっかり儲ける

ということで、転んでもただでは

起きないことがよく分かった。

●大量被曝労働が前提の廃炉作業

となり、ベテラン作業員が被ばく

限度で仕事から離れざるをえず、

技術が承継されていない。

●日本だけの問題ではない。地球

全体の問題だ。核のゴミの捨て場

がない。核の問題は全人類的課題

だ。

●国連の下部機関のＩＡＥＡが原

発を認めているので国連では動か

ない。今回チャレンジシートを用

意したが、今できることから進め

ていく以外にない。

●原発は悪魔だ。推進者は一度廃

炉作業を経験すべきだ。我々は微

力ではあるが無力ではない。私は

福井地裁の樋口裁判長にお礼のハ

ガキを書いて送った。川内市長に

責任を問うハガキも出す。署名運

動も進めていきたい。

●太陽の光で地球は成り立ってい

る。宇宙に人間より進んだ生物が

いれば、地球の生物は放射能で地

球に住めなくなることを心配して

いるだろう。

●安倍首相は毎月福島に行ってい

ることをセールスポイント

にしている。福島県産の食

べ物をおいしいと演出して

いる。鼻血問題が話題になっ

たが、スーパーでは福島の

野菜は安いが山積み状態だ。

●放射能には味はないから

確かにおいしいだろう。大

飯原発差し止め訴訟で代表

の渡辺さんが法廷で一度に

何もかも失い、首をつって

自殺した人の残した言葉を読み上

げた。自分も富岡町に行ったが３.

11のままだった。

●原発メーカー訴訟を取り組んで

いる。台湾の第4原発差し止め運動

で建設をストップさせた。ハンス

トも行われた。9月下旬に台湾で大

規模な集会を行う。視野を広げる

必要がある。参加は大歓迎です。

学習会を開催しました

6月14日(土)、烏山区民センターにて、「それでも再

稼働を許しますか」と題して学習会を開催しました。



会のホームページは「さようなら原発烏山地域」で検索（http://www.energynonukeskarasuyama.com/）

猛暑日で、国会正門前のステージは灼熱地獄。ステー

ジ裏の公園の木陰にいたら、警察からクレームが来た

というので、灼熱地獄のステージ前に移動。バンドの

力強い演奏で開幕。その後、国会議員や原発立地自治

体の議員や活動している団体からの挨拶が続いた。午

後2時から始まり、予定の5時を過ぎる5時半頃まで延々

と演壇からの訴えと激励が続いた。途中、余りの暑さ

に、再度、演壇裏の公園の木陰に移動し、水分を欠か

さない様に補充して、最後まで参加した。

政党党首の参加としては唯一、共産党の志位委員長

が笠井、吉良議員と一緒に参加。鹿児島の反原連有志

の岩井さんが、「川内原発の周辺には地上だけでなく、

海底にも火山があり、いつ噴火、地震、津波がくるか

わからない」という訴えが印象的だった。

抗議行動に参加してずっと感じていることは、とに

かく参加者が多彩であること。

午後から明治公園で行われた「川内原発を再稼働さ

せるな首都大行進」に参加した。明治公園には「さよ

なら原発！世田谷の会」の皆さんも参加していた。

雨模様の天気だったが、行進中は雨も上がり表参道、

代々木第一体育館まで繁華街を元気に行進した。

途中、ベビーカーの子供連れの夫婦が飛び入り参加

するなど、沿道の若い世代も関心を示してくれた行進

だった。

8月10日（日）午後6時集合30分出発

集合：旧甲州街道・りんれい公園

コース：烏山駅前～粕谷方面

共催：憲法9条を愛する烏山地域の会

さようなら原発！烏山地域の会

○集団的自衛権行使容認反対
○憲法解釈の変更は許さないぞ
○閣議決定に基づくこれからの法制化阻止
○秘密保護法は廃止せよ
○原発の再稼働は認めないぞ
○安心して暮らせることこそが国富だ
○大飯原発差し止め判決を守ろう

6.1官邸・国会大抗議集会、6.28首都大行進に参加しました

6月1日 国会前原発再稼働大抗議集会

6月28日 首都大行進

烏山ピースウォークに参加しましょう
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